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目次 

1～２面 

 トランプの再登場とその政治 

戦争もディールも帝国主義の姿だ 

土松克典 

 

2025 年夏季醵金へのご協力を 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

戦後 80 年と日韓基本条約締結 60 年 

植民地支配責任の追及を阻む日本の歴史認識 

愼蒼宇（法政大学社会学部教員） 

 

3 面 

「沖縄・西日本ネットワーク」東京行動に参加を 

市民の連帯の力で戦争を止めよう！ 

高井弘之（「戦争止めよう！ 沖縄・西日本ネットワーク」共同代表） 

 

反戦メーデー・三菱重工本社前行動を闘って 

反戦メーデー 三菱重工前での訴え 

「凡庸なる悪」になるな！ 

菅野存（全国一般東京東部労働組合執行委員長） 

 

アジア諸国への加害の歴史踏まえ 

日本の再軍事化にＮＯ！を 

庄子正紀（全国一般・全労働者組合書記次長） 

 

4 面 

経済時評 

米中関税問題と労働者階級の立場 

加藤博通（マルクス経済学研究） 

 

ＳＴＯＰ！ ＪＲ吾妻線廃線！ 

クラウドファンディングにご協力ください 

倉林誠（住民のいのちと安全・廃線から暮らし（街）を守る連絡会議準備会会長） 

 

5 面 

中教審答申「我が国の「知の総和」向上の未来像」を嗤う⑵ 

諸悪の根源は日本の学校に存在する「競争」 

佐野通夫（東京純心大学教員） 

 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（43） 

放射能・放射線災害の歴史１：ラジウム被曝 

今 中 哲 二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

前照灯 

さよなら一般職 

 

催物案内 

 

6面 



連載 拡大の一途をたどる戦争の危機と労働者の貧困 

われわれ労働者階級はいかに闘うべきか（１） 

資本主義の「器」に入らない現象 

二瓶久勝（元国鉄闘争共闘会議議長） 

 

〈資料〉国際連帯とは!! 

キューバ労働組合中央組織を訪問して 

二瓶久勝（オリジン電気労働組合書記長） 

 

7面 

ミロとキャパの展覧会を観て 

人民戦線の側に立つ「生きるための芸術」 

井野茂雄 

 

8～9面 

闘う彫刻家、金城実さんのアトリエを訪問 

中村泰子（東京都在住） 

 

ＨＯＷＳの講座案内 6月～8月 

 

集会案内 ６・12「令和の米騒動」集会 

  

10～11面 

連載 第三世界のなかのレーニン思想 

――レーニン没後１００年とこんにちの世界④ 

帝国主義議論と民族・植民地問題 

林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授） 

 

12 面 

 書評  

『パレスチナ、イスラエル、そして日本のわたしたち』（早尾貴紀著） 

パレスチナの出来事を「自分のこと」とするために 

丸川哲史（明治大学教員） 

 

頂門一針 

 「インターナショナル」よ 熾れ 

 

ＪＡＬ争議支援「勝利へのトランジットコンサート」 

合唱と朗読の舞台に芸術の力を実感 

首藤滋（東京都在住） 

 

展示会案内 粟津潔邸（１９７２）の過去現在未来 

 

編集部発 

 

 


